
仙台市青葉区北六地区民生委員児童委員協議会 

 

（平成 27 年 7月） 

 

１．北六地区について 

 

  北六地区は、仙台駅から北へ約 2 キロ、仙台と山形を結ぶ JR 仙山線の東照宮駅を中

心に、仙台市立北六番丁小学校区を担当しており、青葉区の中でも最も東に位置し、宮

城野区と隣り合う地区です。委員数は主任児童委員 2 名を含む 22 名、担当世帯数は約

5,200世帯です。 

東日本大震災発災時には、避難所となった北六番丁小学校体育館には周辺地域等から

一時は 1,000名を超える方がたが避難し、町内会や民児協他各団体のメンバーが交代で

役割分担しながら、約 10 日間、避難所の運営を行ないました。その経験が今日、以前

にも増して北六小学校を中心とした各団体との連携強化につながっています。 

  震災時、幸いにも地区の民生委員やその家族には死傷者はありませんでしたが、住居

の被害は大規模半壊 1 名を含め、15名の委員が何らかの被害認定を受けました。 

 

２．復興公営住宅について 

 

  本年 3 月、地区内に待望の梅田町復興公営住宅（10 階建て、66 戸）が完成し、仙台

市内を含め、仮設住宅に避難していた被災者が

転入してこられました。 

去る 5 月 23 日（土）、30 名を超える転入

者の方がたの参加により、その地域の梅田町

内会が主体になって「梅田町復興公営住宅ウ

ェルカムサロン」が開催されました。 

  地域を取りまとめる北六地区連合町内会、

北六地区民生委員児童委員協議会などの団

体の紹介をはじめ、青葉区家庭健康課のミニ

講座や花京院地域包括支援センターの説明

や軽運動のほか、市民センターの業務等や梅

田町内会が編集した「梅田町生活情報パンフ

レット」（後掲）の説明により、地域の特性

や情報の提供が行なわれました。 

 

           

(写真) 竣工した梅田町復興公営住宅 

 

 

 



３．地域活動について 

 

  地区社会福祉協議会、連合町内会と連携し、毎月第 3 火曜日に地域内の市民センター

を会場に、就学前の乳幼児を対象とした「子育てサロン」を主任児童委員を中心に開催

しています。 

  また、平成 11 年からは中学校区（五城中学校、北六小学校、東六小学校）に関わる

地域団体を中心に、地域・家庭・学校が密に連携を図ることを目的として取り組まれて

いる「五城学区地域連携教育推進協議会」による活動が活発に行なわれています。主な

活動としては、①あいさつ運動、②交通安全、あいさつ、震災復興、防災に関する標語

募集、③音楽等による学校間交流会、④広報誌の発行等です。この活動が地域内の連携

強化につながり、今後まさに向う三軒両隣の「自助」「近所」「共助」の活動に発展する

のではないかと期待されます。 

 

 

 

 

  


























